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宮 城 県 に お け る ヤ マ セ の 特 徴
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宮城県における水稲は,異常気象の頻発で 4年連続の不

作となった。特に,昭和55年はヤマセ吹走力ヽ極めて多から

たため,北部海岸地帯では皆無に近い収量のところがみら

れた。したがって本県においてもヤマセの防止対策が重要

と思われるが,まずここでは,県内のヤマセ気象の特徴と

水稲収量に関する調査を行ったのでその概要を報告する。

2  額  査  方  法

(1)調 査場所

県内気象公署,地域気象観測所併せて18地点 ,及び総合

気象観測製置を 2地点 (北上町,宮崎町)に設置。
●)調査期間

昭和54,55年 6～ 9月 。ヤマセ吹走出現頻度は石巻にお

ける昭和 2～56年の観測値を用いた。

C)調 査項目

1)県 内各地域のヤマセ風 (NNE～ ENE風 )の 出
現日数及びヤマセ吹走,無吹走時の気温。
2)昭和55年の県内水稲作況指数を用いた。

3  調  査  結  果

宮城県におけるヤマセの出現頻度を北部海岸沿い石巻で

の 6・ 7月 について日別でみると,図 1に示すとおりであ

る。これによると6月半ばにやや出現頻度の高い期間があ

るが,6月 末には少なく,その後 7月 上中旬に再び高い出

現頻度となる。この頻度の高い期間は丁度梅雨最盛期から

末期に当たる。また
'月
下旬の出現頻度は急に低くなるが ,

これは梅雨明けの時期とほぼ一致する。なお,出現頻度の

最も高い 7月 上中旬は,水稲においては最高分けつ期から

幼穂形成始期に当る。

が日本列島に停滞し,オ ホーツク海高気圧が張り出した場

合に多いが,図 2に示すようにヤマセ吹走時の県内での出

現は一様ではない。すなわち,こ こでは豊作年であった昭

和54年と冷害年であった昭和55年の県内におけるNNE～
ENE方向の風の吹走日数を示したが,各地とも冷害年に

吹走日数が多くなっているものの,地域によるばらつきが

大きい。また,吹走日数は牝鹿半島の東方沖合約 5ルに位

置する江ノ島や,県南部の自石で最も多く,次いで北部内

陸地帯の米山,北部海岸地帯の石巻,県南部の丸森の順と

なる。一方,ヤマセの影響を最も受けやすいと思われる北

部海岸地帯の気仙沼●議剃 11では17■日数が比較的少ない。

このように,ヤマセ吹走時の風向出現は観測地付近の地形

等の影響が大きく,観測値からヤマセの地域的特徴を把握

することtま困難であった。
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図2 宮城県内各地におけるヤマセ最多
風向日数 (アメダス )

次に,ヤマセが卓越し障害型冷害年となった昭和55年の

7月 における江ノ島でのヤマセ吹走 ,無吹走時の県内気温

分布をみると,図 3のように吹走時の最高気温は,ヤマセ

の影響を直接受ける北部海岸地帯では18℃前後と低く,奥

羽山間部と同程度で,隣接する内陸部との温度差は3℃前

後となる。一方,無吹走時の最高気温は,北部海岸,内陸

部とも24℃前後で山間部より2℃ほど高い気温となってい

る。また,最低気温では,吹走,無吹走時ともに最高気温

でみられたような地域による大きな温度差はみられない。

なお吹走時と無吹走時の比較では,最高気温,Jヒ部海岸

地帯が約 6C,内陸部約 4℃ ,山間部約 5℃ ヤマセ吹走時
に低く,同様に最低気温も,各地帯 1℃前後低 くなってい

る。このように,ヤ マセ吹走時の気温の特徴は日中の低温

があげられるが ,この傾向は北部海岸地帯で最も著しい。

次に,昭和55年の県内作況指数を図 4に示したが,県平

襲6

薔"
‖   `    ]0   16  20   26   30   5   10   16   20   25    31

′|――――――――- 6   -― ~        7  -一
一

国 : ヤマセ吹走の日別出現頻度の経過 (石巻 )

北部太平洋岸へのヤマセ流入時の気圧配置は,梅雨前線
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北部海岸地帯の北上,内陸部の桃生,米山,古川,更に奥

羽山間部の宮崎の 1市 4町は,ほぼ東西に位置しており,

海岸から宮崎までの直線距離は約64aでぁる。これによる

と,ヤ マセ (NN動∋ 吹走時の最高気温は海岸部の北上
が最も低く約21Cであるが,隣接する桃生は約26℃で,こ
の5地域の中では最も高い。更に内陸部へ入ると気温は徐々

に低くなるが ,奥羽山間部の宮崎は北上よりやや高い。ま

た最低気温は海岸部が内陸部よりやや低いが ,奥羽山間部

よりは高い。なお無吹走時 (SSW風 )の最高気温は ,
奥羽山間部から海岸部に向って高くなる傾向を示し,最

低気温は,各地点に大きな差がみられず,奥羽山間部で

やや低い。
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図3 冷害年次のヤマセ吹走,無吹走時の気
温の地域分布 (昭 55)
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図4 宮城県における昭和55年の作況1旨数

均が79であったのに対し,ヤマセの影響を直接受けた北部

海岸地帯では39以下で,隣接する内陸部の80～90や奥羽山

間部の60～ 69に比べ極端に低い指数となった。

そこで,海岸からの距離別の気温の特徴を図 5にあげた。
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図5 ヤマセ吹走日と無吹走日の海岸からの
距離別気温 (昭 58年 )

宮城県における6,7月 のヤマセの出現頻度とヤマセ吹
走,無吹走時の気温の特徴,及び作況指数との関係を調査

した結果は次のとおりである。

本県では 7月 上,中旬に最もヤマセの出現が多い。吹走

出現は地域により異なる。更に江ノ島での吹走時の県内の

最高気温は,無吹走時より全体的に4℃前後低くなり,低
温の程度は北部海岸地帯で最も大きい。しかし,最低気温

では吹走,無吹走時の差が小さい。

県全体がヤマセの影響を受けた昭和55年の作況指数は,

任温程度の大きい北部海岸地帯で著しく低く,隣接する内

陸部との差が大きく現れた。
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